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事業名：「はこだて還流プロジェクト」　事業期間：平成30年度～令和２年度（３か年）

26人 26人 26人 78人

7人 9人 - 16人

20人 30人 50人 100人

22人 24人 - 46人

30件 30件 30件 90件

34件
（327件）

143件
（470件）

-
177件

（797件）

15人 30人 45人 90人

21人 43人 - 64人

地方創生推進交付金［令和元年度実施事業調書］

№ 事業の概要

Ｒ１実績額（千円） 今後の方向性本事業における重要業績評価指標（KPI）　　上段：目標値　下段：実績値

1

【活性化総合戦略における位置付け】
・基本目標２　子どもたちと若者の未来を拓く
　　施策：若者の就労支援
・基本目標４　まちの魅力をさらに高める
　　施策：移住者・定住者の誘致

【事業目的】
　次代を担う子どもたちに，まちに対する誇り
や地域愛を醸成し，地元に残り主体的に地域
を支えるような人材を育てていくほか，ＩＴ企
業の誘致による雇用の場の確保に努めつつ，
ＩＴ技術者をはじめとしたＩＪＵターン移住
者・定住者の確保につなげていく。

【令和元年度実施事業】
　詳細は，別紙＜内訳＞のとおり

15,500 7,574
Ｃ
効果
あり

－

－

ウ
事業
継続

　目標に達していない
ＫＰＩはあるものの，全
てのＫＰＩで前年度実
績より増加しており，
概ね事業の目的とな
る成果が得られたとみ
なせるため。

【今後の方向性の区分】
ア…追加等更に発展させる
イ…事業内容の見直し(改善)
ウ…事業の継続
エ…事業の中止
オ…予定通り事業終了

①移住相談による移
住者数
（単年度実績）

②ＩＪＵターン就職
相談者数
（単年度実績）

③移住相談件数
（前年度増加分実績）
※（ ）は単年度実数

④学生向けワーク
ショップ参加者数
（単年度実績）

－

293件

【内部評価の区分】
Ａ…非常に効果的であった
Ｂ…相当程度効果があった
Ｃ…効果があった
Ｄ…効果がなかった
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